
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めまして、寺嶌曜です。  

 私は千歳で生まれ 18 歳までここで育ち、母校である千歳中学校で美術の教育実習も

経験させてもらいました。校舎にある図書室で本の後ろに付いている貸し出しカードに

中学時代の自分の名前を見つけ、むさぼるように本を読んでいたあの頃のことを懐かし

く思い出しました。 

 この年齢になって振り返ってみると、あんなに夢中になって本を読んだ時期は他には

ありません。コロナが蔓延した近年、スポーツ・演劇・映画・コンサートなど様々な娯

楽が中止に追い込まれたり縮小を余儀なくされた中、本はいつも身近にあって巣ごもり

の期間中私を助けてくれました。 

 私にとって読書は、文字をせっせと拾い集め自分の頭の中でイマジネーションを広

げ、登場人物といっしょになって喜び、怒り、哀しみ、そして様々な物語を楽しむこと

です。  

 手のひらに乗る小さな立方体の中には、まだまだ知らないたくさんの世界が詰まって

います。私が書いた「キツネ狩り」共々、ここにある本を読んで大切な時間をおすごし

ください。                            寺嶌 曜 

千歳の皆さん（子どもたち）へメッセージをいただきました。 

第９回 新潮ミステリー大賞を受賞した寺嶌曜さん

千歳町出身 田嶋正純さんから＝福岡県在住 

号外➊ 
令和５年９月１日 


